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Research on Baton-passing in Track and Field’s Women’s 4 × 100-meter Relay
: Examining High School Students, University Students and Elite Sprinters
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Ohta Ryo １）　　Asaba Kazunori １）
【要　約】
　本研究は、女子選手を対象にバトンパスを構成する技術要素について分析を行い、その技術要素の重要度を明らかにす
ることを目的とした。日本一流競技者 10 名、大学生競技者 8 名、高校生競技者 8 名を対象とした。バトンパス測定方法
はハイスピードビデオカメラを用い、曲走路の回転半径の中心に三脚でカメラを固定しパンニング撮影した。渡し走者は
4 × 100m リレーの第 1 走者スタートラインから疾走を開始し、受け走者はブルーラインから疾走を開始させた。バトン























20m を 2 区間に分けてバトンパス完了地点を分析し、
男子は 24 例中 14 例が後半区間でパスが完了してい
たのに対して、女子では 24 例中、後半区間でパスが
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　2008 年 3 月から 2014 年 9 月にバトンパスの測定を
実施した。
（2）対象者
　日本一流競技者 10 名（11 秒 36 ～ 11 秒 70）、日本
学生対校入賞および出場している大学生競技者8名（11
秒 77 ～ 12 秒 55），全国高校総体入賞および出場して
















ゾーン入口を -10m 地点、中央を 0m 地点、出口を
10m 地点と定義した。バトンパスの分析撮影範囲は











　2） 受け走者の -10m地点から 0m地点までの所要時
間（秒）および速度（ｍ /秒）を算出した。





　1） 渡し走者の -20m 地点から 0 ｍ地点までの所要
時間（秒）および速度（ｍ /秒）を算出した。
　2） 渡し走者の -20m 地点から -10m 地点までの所要
時間（秒）および速度（ｍ /秒）を算出した。































である。バトンパス所要時間の平均値は 2 秒 30 であ
り、平均値を基準に上位群を 2 グループ（A：2 秒 19
以内（n=12）、B：2 秒 20 ～ 2 秒 29（n=39））、下位
群を 2 グループ（C：2 秒 30 ～ 2 秒 39（n=38）、D：











　バトンパス手挙げ動作時間は平均 0 秒 29、バトン
表1　バトンパスに関する分析項目の平均値±標準偏差（n＝103） 　
区間 単位 平均値 標準偏差 平均値 平均値 平均値 平均値
所要時間 -10～１0m 秒 㻞㻚㻟㻜 㻜㻚㻜㻤 㻞㻚㻝㻣 㻞㻚㻞㻡 㻞㻚㻟㻠 㻞㻚㻠㻠 㻖㻖㻖 㻭㻪㻮㻪㻯㻪㻰
速度 -10～10m m／秒 㻤㻚㻣㻜 㻜㻚㻟㻝 㻥㻚㻞㻟 㻤㻚㻤㻥 㻤㻚㻡㻠 㻤㻚㻞㻝 㻖㻖㻖 㻭㻪㻮㻪㻯㻪㻰
開始地点 㼙 㻟㻚㻤 㻞㻚㻡 㻡㻚㻥 㻠㻚㻞 㻟㻚㻞 㻞㻚㻟 㻖 㻭㻪㻰
完了地点 㼙 㻢㻚㻜 㻟㻚㻞 㻤㻚㻤 㻢㻚㻤 㻡㻚㻜 㻠㻚㻢 㻖 㻭㻪㻰
手挙げ動作時間 秒 㻜㻚㻞㻥 㻜㻚㻞㻝 㻜㻚㻟㻟 㻜㻚㻟㻞 㻜㻚㻞㻟 㻜㻚㻟㻝 㼚㻚㼟
利得時間 秒 㻜㻚㻝㻤 㻜㻚㻜㻡 㻜㻚㻞㻝 㻜㻚㻝㻥 㻜㻚㻝㻢 㻜㻚㻝㻡 㼚㻚㼟
所要時間 バトンゾーン 秒 㻞㻚㻠㻤 㻜㻚㻜㻤 㻞㻚㻟㻤 㻞㻚㻠㻡 㻞㻚㻡㻜 㻞㻚㻡㻥 㻖㻖㻖 㻭㻪㻮㻪㻯㻪㻰
 速度 バトンゾーン m／秒 㻤㻚㻜㻣 㻜㻚㻞㻡 㻤㻚㻟㻤 㻤㻚㻝㻤 㻣㻚㻥㻥 㻣㻚㻣㻟 㻖㻖㻖 㻭㻪㻮㻪㻯㻪㻰
 区間速度 入口⇒中央 m／秒 㻣㻚㻤㻞 㻜㻚㻞㻡 㻤㻚㻝㻠 㻣㻚㻥㻝 㻣㻚㻣㻞 㻣㻚㻡㻠 㻖㻖㻖 㻭㻪㻮㻪㻯㻪㻰
 区間速度 中央⇒出口 m／秒 㻤㻚㻟㻠 㻜㻚㻟㻜 㻤㻚㻢㻠 㻤㻚㻠㻣 㻤㻚㻞㻤 㻣㻚㻥㻞 㻖㻖 㻭㻪㻯㻪㻰
所要時間 ブルー⇒中央 秒 㻞㻚㻟㻠 㻜㻚㻜㻥 㻞㻚㻞㻢 㻞㻚㻟㻜 㻞㻚㻟㻤 㻞㻚㻠㻡 㻖㻖㻖 㻭㻪㻮㻪㻯㻪㻰
速度 ブルー⇒中央 m／秒 㻤㻚㻡㻠 㻜㻚㻟㻟 㻤㻚㻤㻢 㻤㻚㻣㻜 㻤㻚㻠㻝 㻤㻚㻝㻣 㻖㻖㻖 㻭㻪㻮㻪㻯㻪㻰
区間速度 ブルー⇒入口 m／秒 㻤㻚㻣㻢 㻜㻚㻟㻜 㻥㻚㻜㻝 㻤㻚㻤㻤 㻤㻚㻢㻤 㻤㻚㻠㻟 㻖㻖㻖 㻭㻪㻮㻪㻯㻪㻰









㻭 㻮 㻯 㻰
分散分析 多重比較
表1　バトンパスに関する分析項目の平均値±標準偏差（n＝ 103）
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パス利得時間は平均 0 秒 18 であった。分散分析の結
果は 2項目ともに有意な差は認められなかった。




ンゾーン前半区間である -10m 地点から 0m 地点（テ
イクオーバーゾーン入口から中央）までの速度は平均







　渡し走者の -20m 地点から 0 ｍ地点（ブルーライン
からテイクオーバーゾーン中央）までの所要時間は平




バーゾーン入口）までの速度は平均 8.76 ｍ / 秒であ
り、分散分析の結果、有意な差（p<0.001）が認めら
れ多重比較の結果、A、B、C、Dの順で速度が高かっ






ンゾーン速度（-10m 地点から 10m 地点までの速度）
との間に最も高い相関関係（ｒ＝ 0.773，ｐ <0.001）
が認められた。また、渡し走者の区間（-20m 地点か

































区間速度 -10～10m 㻜㻚㻣㻣㻟 㻖㻖㻖
区間速度 -10～0m 㻜㻚㻣㻝㻥 㻖㻖㻖
区間速度 0～10m 㻜㻚㻣㻜㻥 㻖㻖㻖
区間速度 -20～0m 㻜㻚㻢㻤㻝 㻖㻖㻖
区間速度 -20～-10m 㻜㻚㻡㻤㻢 㻖㻖







（1） 受け走者 区間速度 -10～10m 0.836 0.676 0.000 ** 1.16
（2） 渡し走者 区間速度 -20～0m 0.330 0.356 0.000 ** 1.49
（3） バトンパス 完了地点 0.025 0.261 0.000 ** 2.19














































































　重回帰式の F 値は 1％水準で有意であり、修正済決
定係数は 0.866 と高い値を示したことから、重回帰分
析に用いたバトンパス構成要素の中でも、受け走者の
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